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皆
さ
ん
、
野
木
町
の
東
に
あ
る
川
田
地

区
に
「
れ
ん
げ
の
里
川
田
」
と
い
う
組
織

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。水
源
・

自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成

等
を
目
的
と
し
て
国
が
進
め
て
い
る
施
策

の
一
つ
で
す
。
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
と
し
て
栃
木
県
内
で
４
１
３
地
区
が
、

野
木
町
で
も
現
在
９
地
区
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

「
れ
ん
げ
の
里
川
田
」
は
鈴
木
敏
男
会

長
を
中
心
に
「
農
地
・
水
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
頃
よ
り
農
業
者
と
地
域
住
民
が
共
同

で
取
り
組
む
草
刈
り
、
水
路
の
保
全
管
理

や
景
観
形
成
と
し
て
の
彼
岸
花
の
植
栽
、

佐
川
野
小
学
校
の
児
童
た
ち
を
招
い
て
の

れ
ん
げ
狩
り
、
夏
休
み
に
は
生
き
物
調
査

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
「
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
、
ワ
イ
ワ
イ
」
言
い

な
が
ら
捕
っ
た
生
き
物
を
自
分
た
ち
で
種

類
分
け
し
ま
す
。
そ
し
て
捕
ま
え
た
場
所
、

水
温
、
気
温
等
を
図
に
描
き
、
捕
獲
し
た

生
き
物
の
写
真
を
楽
し
そ
う
に
切
り
貼
り

し
な
が
ら
マ
ッ
プ
を
仕
上
げ
ま
す
。
調
査

が
終
わ
っ
た
ら
元
の
場
所
に
リ
リ
ー
ス
す

る
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
生
き
物
調

査
を
契
機
に
豊
か
な
生
き
物
の
生
息
環
境

を
守
り
、
生
物
多
様
性
の
大
切
さ
に
気
付

い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
は
地
域
住
民
だ
け
の
共
同
だ
け
に

終
わ
ら
ず
、
東
京
の
昭
和
町
の
自
治
会
、

社
会
福
祉
法
人
パ
ス
テ
ル
と
の
田
植
え
・

稲
刈
り
体
験
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。農
家
・

非
農
家
、
農
村
住
民
・
都
市
住
民
に
係
わ

ら
ず
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
農
村
環

境
保
全
に
繋
が
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

株式会社日誠工業

所在地　野木町大字友沼２１４４

従業員数　19 名

【主な事業内容】　総合設備工事業

　弊社は 1968 年 1 月に野木町で創業し、50 年を迎えることがで

きました。野木町をはじめ栃木県内や隣接県において、設備工事

業を営んでおります。工場や病院、老健施設などの新築・改修工

事における管工事やクリーンルーム等の設計施工管理をするほか、

土木一式工事・水道施設工事等を施工するなど総合的に設備工事

を承っています。また、社員一人ひとりがお客様のニーズにお応

えできるよう努力しつつ、安全最優先の意識を持ち、安全で活力

のある職場作りをめざしています。

　設備工事の施工管理を請負う会社として、これからも、野木町の発展に貢献できるよう精進してま

いります。

キラリと光る野木町の企業紹介Ｎｏ．33

《社員のひとこと》
　弊社は建設業で設備工事の仕事をさせて頂いております。とてもやりがいがある仕事で、お客様
の要望に応えるため勉強の毎日です。今後も地域の発展に貢献していきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(工事部主任　吾妻　悟 )
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